
 

 

令和４年度事後評価対象課題 総合評価（座長取りまとめ案） 

 課題名 実施期間 
研究代表者 

（所属） 
研究費（千円） 

総合 

評価 
研究評価委員会 総合コメント 

１ 

健全な放射線防護

実現のためのアイ

ソトープ総合センタ

ーをベースとした

放射線教育と安全

管理ネットワーク 

平成２９年度 

～ 

令和３年度 

（５年間） 

H29～R1: 篠原 厚   

   （大阪大学） 

 R2～R3: 渡部 浩司    

   （東北大学） 

 

53,723 

1 年目：10,819 

2 年目：15,833 

3 年目：13,491 

4 年目： 5,960 

5 年目： 7,620 

 

B 

大学・研究機関に限定されてはいるが、放射

線業務従事者情報の一元管理システムを構築

したことは評価できる。今後、産業界等への拡

大や個人情報を含む各施設の個人管理システ

ムとの連携など、このネットワークの拡大・発展

が期待される。 

２ 

放射線防護研究分

野における課題解

決型ネットワークと

アンブレラ型統合

プラットフォームの

形成 

平成２９年度 

～ 

令和３年度 

（５年間） 

神田 玲子 

（量子科学技術研究開

発機構） 

93,403 

1 年目：13,345 

2 年目：13,123 

3 年目：24,322 

4 年目：21,721 

5 年目：20,891 

 

A 

放射線防護関連学会を横断したアンブレラ型

ネットワークを形成し、規制当局とアカデミア間

のインターフェイスの機能を果たした意義は大

きい。今後の事業継続に関する学会間の検討・

調整に加えて、規制当局からの継続的なサポ

ートが望まれる。 

３ 

染色体線量評価の

ためのAI自動画像

判定アルゴリズム

（基本モデル）の開

発 

令和２年度 

～令和３年度 

數藤 由美子 

（量子科学技術研究開

発機構） 

35,341 

1 年目：17,534 

2 年目：17,807 

 

A 

深層学習法を利用した染色体異常判定によ

る線量評価法を実用レベルまで発展させたこと

は高く評価できる。正確性・安定性の向上のた

めのモデル改良を一層進められたい。また、国

内他機関への普及及び本システム一式の管理

については、規制当局において検討を進めて

頂きたい。 

資料２－４ 
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 課題名 実施期間 
研究代表者 

（所属） 
研究費（千円） 

総合 

評価 
研究評価委員会 総合コメント 

 

４ 

福島原発事故の経

緯に基づく防護措

置に伴う社会弱者

の健康影響と放射

線リスクの比較検

討に関する研究 

令和２年度 

～令和３年度 

坪倉 正治 

（福島医科大学） 

18,908 

1 年目：9,486 

2 年目：9,422 

A 

大規模事故時の避難に関する文献調査に加

えて、福島原子力発電所事故後の病院や高齢

者施設等の避難の実態調査を行っており、防

災対策上の多くの教訓を引き出したことは高く

評価できる。規制当局には、被ばくリスク評価

の専門家グループとの連携や立地自治体にお

ける防災計画への反映等のサポートをお願い

したい。 

５ 

ICRP2007 年勧告

等を踏まえた遮蔽

安全評価法の適切

な見直しに関する

研究 

令和２年度 

～令和３年度 

平尾 好弘 

（海上・港湾・航空技術

研究所） 

36,886 

1 年目：18,466 

2 年目：18,420 
Ｂ 

 線量換算係数の変更及び計算手法の改善に

よる遮へい計算への影響を整理できたことは評

価できる。次の段階として、より実用的なガイド

ラインを作成し、実務者の計算コード利用が一

層促進されることを期待する。 

６ 

看護職を活用した

住民に対する放射

線リスクマネジメ

ントの推進－原子

力災害支援保健チ

ーム（NuHAT）の実

現を目指して－ 

令和３年度 
明石 眞言 

（東京医療保健大学） 
2,636 Ｃ 

原子力災害時における看護職のリスクマネ

ジメントは重要であるが、提案された運営組織

単独の原子力防災における機能は限定的であ

ると思われる。本課題で提案された看護師課程

の充実を図り、自治体等の既存組織との連携・

サポートへの展開に貢献されたい。 
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 課題名 実施期間 
研究代表者 

（所属） 
研究費（千円） 

総合 

評価 
研究評価委員会 総合コメント 

７ 

自然起源放射性物

質 NORM による被

ばくの包括的調査 

令和３年度 

岩岡 和輝 

（量子科学技術研究開

発機構） 

3,819 Ｂ 

ＮＯＲＭに関するデータベースを整理し、規制

の観点から優先的に検討すべき物質を２つ（レ

アアース・レアメタルと化石燃料）に絞り込んだ

ことは大きな成果である。今後、放射能濃度調

査や利用実態の調査を行い、放射線規制への

適切な方策の検討の段階まで進めて頂きた

い。 

８ 

水中の放射性スト

ロンチウムの安

全、迅速、安価な

分析法の開発 

令和３年度 

箕輪 はるか 

（東京慈恵会医科大

学） 

11,894 Ｂ 

新たに開発された吸着剤を用いたストロンチ

ウムの迅速・精密測定手法を実用手前の段階

まで進めた意義は大きい。但し、吸着剤の性能

がメーカーの製造方法に依存していること、及

び実海水での実験データが不足していること等

の課題が残されており、完成度向上に期待した

い。 

９ 

環境放射線モニタ

リングに適した半

導体受光素子ベー

スの検出器の開発 

令和３年度 
谷垣 実 

（京都大学） 
6,370 Ａ 

シンチレータの選択と加工、半導体発光素子

の導入、及び信号処理系の改善によるモニタリ

ングポストの小型化に成功した成果は高く評価

できる。長期継続性を確認するとともに、設置

済みの自治体と協働して信頼性の確保に努め

て頂きたい。 

＊評価基準： A: 非常に有用な成果が得られた、B: 有用な成果が得られた、C: 限定的ではあるが有用な成果が得られた、 

D: 有用な成果が得られなかった 
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